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多機能型児童通所支援　ミックスベリーONODA
公表日

令和8年2月25日

利用児童数 11名 回収数 11名

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 2 5 3 1

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 7 2 1 1

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

10 1 0 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
11 0 0 0

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
11 0 0 0

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
11 0 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

11 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

11 0 0 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 11 0 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
10 1 0 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
4 1 2 4

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
11 0 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
11 0 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

3 5 2 1

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
11 0 0 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 10 1 0 0

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 11 0 0 ⓪

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

0 3 3 5

個別支援計画に基づいて、一人ひとりの支援プログラムを

用意して療育の提供を行っています。

レクリエーションで公園に遊びに行った際に地域の子ども

たちの中に混ざり遊ぶ、公共交通機関に乗車し地域の方と

関わるなどの機会を設けております。今後、ご要望に応じ

て保育所や幼稚園などとの連携を図ることや地域での活動

する機会も増やしていけるよう検討してまいります。
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今後も丁寧な説明を心掛けて参ります。

今後も丁寧な説明を心掛けて参ります。

お子さまの行動に関する悩みや不安に対して助言が出来る

ように努めておりますが、ペアレント・トレーニングの実

施はできておりません。今後必要に応じて検討してまいり

ます。

今後も連絡帳や送迎時にその日の様子をお話をすることで

情報共有に努めます。また、定期的なカンファレンスを実

施し共通理解が図れるようにしてまいります。

モニタリング時や要望に応じて事業所内等で家族支援を行

うなど、迅速な対応が出来るように努めております。今後

も子育てに関する相談に適切に応じることができるよう地

域資源とのつながり等を深めながら、職員一同自己研鑽に

努めてまいります。

今後もお子さまの気持ちを受け止めながら、自立を促す支

援ができるよう努めてまいります。

本年度の父母の会などの保護者会開催の実績はございませ

ん。今後ご要望に応じて保護者様同士の連携の場を検討し

てまいります。

療育活動は定期的に評価を行い、一人ひとりにあった目標

や課題を設定する事を継続しておこなっていきます。ま

た、成長に合わせてステップアップできるよう多数の課題

を準備しております。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

設置基準は満たしていますが、活動スペースは狭いため、

利用状況・活動内容に合わせて用具の移動、パーテーショ

ンの活用を行い、スペースの確保が出来るようにしており

ます。

児童10名に対し、児童指導員2名という基準人数を満たし、

加えて加算要件を満たす人員配置をしております。

各部屋扉に名前を記したり、コーナーを決めてどこで何を

するかを分かりやすくするよう努めております。また、ス

ケジュール表等を使って活動の見通しが着くようにかか

わっています。

毎日の清掃、消毒に加えて空気清浄機を稼働させておりま

す。また、勉強、食事、遊びごとに空間を分け、構造化し

ており、過ごしやすい空間になるよう工夫しております。

様々なスキルを持った職員が、お子様の特性を理解し、支

援目標応にじた療育プログラムを立てて支援に努めていま

す。今後さらに指導員の質の向上を目指して研鑽を積み、

支援に活かせるよう努めます。

今後も支援プログラムに沿った活動を行ってまいります。

また、今回の保護者様、従業員のアンケート結果や日頃の

ご意見から振り返りを行い、より良いものに改善できるよ

う努めてまいります。

カンファレンスで保護者様からの意見をいただき、お子さ

まの様子を見ていく中で一人ひとりのお子さまのことを理

解できるよう努めます。また、日々の様子を見て職員間で

支援方法を検討し個別支援計画を作成してまいります。
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今後も必要な項目を組み込み、支援内容を設定してまいり

ます。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

11 0 0 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
11 0 0 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

11 0 0 0

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 11 0 0 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

8 0 0 3

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
9 0 0 2

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
10 1 0 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
10 0 0 1

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  10 0 0 1

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 10 0 0 1

29 事業所の支援に満足していますか。 10 1 0 0

一斉連絡システム(運営ソフト)により必要に応じて皆様に情

報を伝えております。行事予定については運営ソフトと紙

媒体でのお知らせを行っております。活動の概要について

はホームページやSNS、活動報告(お便り)などを通じて発信

しております。また自己評価の結果につきましてはホーム

ページに掲載しております。

「利用者様や保護者の様を自分自身の家族と思って最善の

療育を提供する」という理念の基に、全てのお子さまが時

には周囲の助けを得ながらも自分の力で日常生活や社会生

活を送れるようになるために、沢山の愛情を持って発達支

援を行っております。今後も職員一人ひとりの支援の質を

高め、お子さま一人ひとりに合わせた適切な支援の提供に

努めてまいります。また、お子さまや保護者様からのご意

見も積極的に取り入れながら安心して楽しく通所できる事

業所作りに努めてまいります。

個人情報が記載された書類については、鍵付き書庫で保管

しております。書類の持ち出しに関しては、使用後は所定

の位置に戻すことを義務付け、日頃より、情報の取り扱い

についての徹底を図っております。
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事故や怪我等が発生した際は、速やかに保護者様への状況

報告を行っております。

安全計画を作成し、マニュアルに沿って定期的に防災訓練

を行っております。安全計画にっ基づいた研修や訓練、そ

の他必要な訓練を行い、子どもの安全確保を第一に努めて

参ります。
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苦情などの申し出があった際には内容確認後、速やかに改

善策を検討したうえで申し入れ者に改善策を伝え苦情解決

に努めております。今後も引き続き、保護者様には苦情受

付体制の周知を図り、職員へは苦情の申し入れがあった際

に迅速かつ適切な対応ができるよう、体制及び対応マニュ

アルの周知徹底に努めてまいります。

言葉のみではなく絵カードや写真を用いて視覚的に支援を

したり、ジェスチャーや見本を見せるなど、お子様に合わ

せて「伝わる」工夫をしております。保護者様への情報伝

達ツールも状況に合わせて配慮しております。

各種マニュアルを策定し、マニュアルに沿って、発生を想

定した訓練や、知識・技術の習得及び再確認など定期的に

実施しております。避難訓練においては、職員のみでの訓

練及び、お子さまと職員の合同訓練を実施しております

が、利用状況により参加できるお子さまが限られておりま

したので、すべてのお子さまが参加できるような体制や保

護者様が参加できるような引き渡し訓練なども検討してま

いります。


